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地震被害０プロジェクト

政府 地震被害想定

被害発生確率を用いた耐震
等級の説明の有効性（日本
地質工学会論文第７巻第６
号2007）２階建て木造建物
の２質点系モデル（各等級
の最低値）に地震動900波を
入力して時刻歴応答解析を
して最大層間変形角が
1/15rad以上を倒壊と判定

2016年 熊本地震震源地 益城町
2000年以降 新築建物40％損壊

地震被害０プロジェクト

政府想定の南海トラフ地震は、
死者29.8万人、、建物倒壊235万棟、

首都直下地震は、死者1.8万人、建物全壊40万棟

地震被害０プロジェクト

学者たちのシミュレーションは
耐震基準だけでは危険と警鐘している

【日本地質工学会】耐震等級別シミュレーション

2025.12.6 日経、政府発表予定情報

首都圏直下の新たな被害想定 

死者数 1万8000人

全壊、焼失棟数 40万棟

SMRC株式会社
技術顧問 半澤和夫

耐震設計の限界シミュレーション



免震は物理現象（地震力＞滑り抵抗力）→免震に限界なし
古建築は地震力の力を逃がす「減衰」が沢山
摩擦とバネの減衰で地震エネルギーは消滅

重量:1200ｔ
高さ:32.55ｍ
上部:720ｔ木組減衰 鎌倉の大仏

重量:121ｔ
高さ:11ｍ
ステンレス板免震
μ≒0.４、
加速度0.4ｇ（震度
６弱）で免震

礎石免震:μ≒0.６
加速度0.６ｇ（震度６強）免震

石場建免震、古建築
重量:≒50ｔ
上部:30ｔ仕口減衰

ねこ土台免震:μ≒0.3
加速度0.3ｇ（震度5強）免震
土台下減衰:摩擦、バネ、衝撃
吸収

ビル型免震:μ≒0.２
加速度0.２ｇ（震度４）免震礎石免震 摩擦係数μ≒0.6

加速度0.6（震度６強）で免震

ねこ土台型免震
重量:≒50ｔ
上部:15ｔ壁負担

ビル型住宅免震
重量:≒50ｔ
上部:10ｔ壁負担

重量:≒50ｔ
上部:木壁減衰

制振ダンパー
重量:≒50ｔ
上部:ダンパー減衰
50％以上負担が理想

重量:≒50ｔ
上部:木壁減衰＆

ダンパー減衰

制振壁の地震力の負担≒
「ﾀﾞﾝﾊﾟｰ壁倍率/全壁倍率」

耐震設計には、構造バランス、耐久性、メンテ

土台固定 土台固定

土台固定

オイルダンパー
大地震、短周期地震
には大反力で木材に
補強材又は緩衝材

約4万棟の実績
約5千棟の実績

営業・設計者も構造に強くなろう
Co（0.2）と地震加速度0.2ｇは同じ扱い

0.2×建物荷重＝地震力F

地震力は壁剛比（硬さ、壁倍率）に比例

被害０

μ:摩擦係数＝免震加速度



速度依存型→反力（不明）

重量:≒50ｔ
上部:木壁減衰

制振ダンパー
重量:≒50ｔ
上部:ダンパー減衰
50％以上負担が理想

重量:≒50ｔ
上部:木壁減衰＆

ダンパー減衰

剛性、固有周期、が違うﾀﾞﾝﾊﾟｰ類の
混合は、構造バランス、せん断集中に注意
して設計しましょう

土台固定 土台固定

土台固定

オイルダンパー
大地震、短周期地震
には大反力で木材に
補強材又は緩衝材

営業・設計者も構造に強くなろう

強過ぎ

＝C0/耐震等級１の計算

木造倒壊層間変位グラフ

0.3

0.2

【Wallstat】Co別設計
倒壊シミュレーション
0.4

限界
0.2

間違い情報に惑わされない

弱過ぎ
ゴム+ブレース 強度不明



基礎断熱

カビにご用心

乾燥

結露

免震+耐久性

ロング・パッキン ねこ免震

４面



1703年元禄関東地震 M7.9～M8
1707年宝永地震（南海トラフ）推定
M8.6→（49日後）富士山噴火

1923年関東大震災 M7.9
1944年昭和東南海（南海トラフ）M7.9
1946年昭和南海地震（南海トラフ）M8

ト

南海トラフ地震、相模トラフ地震
（首都圏直下）は100～150年で来
てるが、1300年前の五重塔が現存し
ている。先人の知恵が
「ねこ土台型免震」の原点

ローコスト
免震/被害０
新築/ﾘﾌｫｰﾑ

ト

巨大地震は必ず来る。東北大地震。能登半島地震では耐震
基準の１０～１５倍の地震加速度、被害０は免震系だけ

約5,000棟 約40,000棟



３、エネルギー保存の法則が振動力学（応答解析）、静的力学
（許容応力度計算）を支配している。
南海トラフ地震の政府の想定は最悪マグニチュード９超えと
しており、東北大地震ではM９で2.7ｇ、能登半島地震の
震源地とされる志賀町では2.9ｇの加速度をそれぞれ記憶した。
変遷する木造住宅の耐震性を構造力学的に比較した。

石場建、ビル型免震は、絶縁面で摩擦抵抗を地震力が
超えたときに免震し、免震を超えた地震力は地盤の減衰
振動で消滅する。1999年発売のねこ土台免震は、土台下
の摩擦、金属バネ、木材バネ、地盤の減衰振動で地震力
は消滅するが、省エネ住宅とともに普及始めた耐震壁構
造は荷重の３倍の水平荷重を受けることとなる。
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ひずみゲージ推定 応力緩和グラフ（N）

３０日

系列1 系列2 系列3 系列4

東洋大学工業技術研究所では
この応力緩和を裏付ける実験
をしているが、平均最大軸力
（短期軸力）8.9ｋNは約1/3の
2.8ｋNまで緩和されており、残
存軸力による摩擦抵抗は無視
して良いことが分かる。

Φ24、φ28、削孔径
はバラつき範囲で
差が無い

ねこ免震のクリアランスは、構造計
算上緩み防止付きのピンヒンジで、
４２条２の緊結条項に抵触しない。

理論構築に大切な、現地調査

地震被害０プロジェクト

緊結ピンヒンジ
免震クリアランス

地震被害０プロジェクト

外部論の証明

東京都立産業技術研究センター
研究報告，第10 号，2015年



地震被害０プロジェクト

理論構築には
１質点系実験装置
は全ての住宅に当てはまる
３００回を超える実験を実施
免震グラフ、減衰グラフは全
エネルギー保存の法則に合致

実物大実験は形状が異
なる為理論構築が困難

免震は物理現象（地震力＞滑り抵抗力）あらゆる素材で成立
免震クリアランスで大量減衰:摩擦抵抗+金属バネ+木材衝撃吸収



【IoT地震被害センシングシステ】

避難警報/生存者救出
倒壊判定/保険支払い
学術貢献
地震倒壊判定グラフ

耐久性

災害対策

CO2、耐久性の元凶、鉄筋を
メッシュ殻に

1000年耐久インフラ

新型風力発電+
津波シェルター

水平避難
防災シェルター

【耐震壁】→【耐震壁+免震】 【効果的な耐震判定/Wallstat】

地震被害０プロジェクト

真壁造 ビル型免震 ねこ土台免震

情報


